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おもな審議事項
●一般会計補正  ９３００万円を追加 議決
おもな財源 ・国庫支出金 ………………………………………………△１５００万円

・繰 越 金 …………………………………………△１億２３００万円
・村   債 ……………………………………………２億１６００万円
・村   税 ……………………………………………………５００万円

おもな使いみち ・交通安全対策費（街路灯設置） …………………………１５００万円
・学校維持費（水道本管移設など） ………………………１８００万円
・災害復旧費（白井平、久保地区災害復旧） ……………１９８０万円
・観光費（どうしの湯改修工事など） ……………………１２００万円

●条例制定、改正 議決
条例制定１件      ・マイナンバー制度の導入により、条例の制定
改正３件 ・手数料条例の一部を改正

・住民基本台帳条例の一部を改正
・総合計画審議会条例の改正

●※請願 採択
教育環境整備のため、３０人以下学級とし、義務教育費国庫負担金制度の国負担割合を二分の

一に復元し、教育予算の拡充を求める請願で、国の関係機関に意見書を提出

８月４日 平成27年第４回臨時会
おもな審議内容
●一般会計補正  １６００万円を追加
おもな財源 ・国庫支出金 …………………………………………………１３００万円

・繰越金 …………………………………………………………３４０万円
おもな使いみち ・政策費（負担金、交付金など） ……………………………４８０万円

・商工費（紹介用DVD作成） …………………………………５８０万円
・社会教育費（盆おどりの補助） ……………………………３１０万円

●専決処分の承認 ふるさと創生推進室を置く

※請願とは国、地方公共団体に願い出ること

条 例 制 定9月
定例会

９月定例会は９月８日から18日まで開催され、一般会計補正予算、特別会計補正予算、
条例制定、平成26年度決算認定などを審議し、原案通り可決承認しました。
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議案等の質疑議案等の質疑
本定例会で行った、協議会で
の質疑の一部を紹介します。

Ｑふるさと納税の増額策は
●他の自治体と比較して

少ないのではないか

Ａ 新たな財源確得策として取り組む

Ｑ介護慰労金の増額は
●高齢者等の在宅介護は、家族の
負担が大きいので介護慰労金を
増額したらどうか

Ａ 介護給付費抑制としても有効！

Ｑ人間ドックの補助金は
●村で助成する補助金の限度額はいくらか

Ａ 男性 ２万円、 女性２万５千円
（26 年度実績14 人）
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万円など総額31億円

平成 26年度 一般会計の決算
■歳入（はいってくるおかね）…２３億４４３９万円
■歳出（どうつかわれたか）……２２億１２６４万円
■歳入歳出差引（のこったおかね）１億３１７５万円

繰越事業に充当するお金 ……………………３３８９ 万円
純繰越金（２７年度の事業で使うお金）……９７８６ 万円

（単位：千円以下切捨て）

平成 26年度 特別会計の決算

（７会計の合計）８億 8706万円】

会  計  名 歳 入 総 額 歳 出 総 額

国 民 健 康 保 険
国民健康保険診療所
簡 易 水 道 事 業
介 護 保 険
介護サービス事業
浄 化 槽 事 業
後 期 高 齢 者 医 療
合     計

3億 1 4 6 7万円
1億 3 4 8 5万円

9 6 5 1万円
2億 2 8 9万円

1 3 1万円
1億   6 9万円

3 9 6 5万円
8億 9 0 5 7万円

3億 1 4 6 7万円
1億 3 4 8 5万円

9 6 3 1万円
1億 9 9 6 8万円

1 3 1万円
1億 5 9万円

3 9 6 5万円
8億 8 7 0 6万円

（単位：千円以下切捨て）

＊学校建設費（中学校一期工事）平成26年発注額４億5750万円
平成26年度決算額２億2540万円（繰越額２億3210万円）
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＊学校建設費2億2540  

【一般会計の目的別歳出】

●農林水産業・商工費
２６年度 ２億９２５２万円
２５年度 ２億２８９８万円

●民生費
２６年度 ２億５７５９万円
２５年度 ２億４０３９万円

●土木費
２６年度 １億６１００万円
２５年度 １億８４８９万円

●教育費
２６年度 ３億８６７５万円
２５年度 １億６９９８万円

●総務費
２６年度 ３億２９５９万円
２５年度 ３億 ４６１万円

●衛生費
２６年度 １億   ４８７万円
２５年度 １億   ３４４万円

●消防費
２６年度 ３億４６１５万円
２５年度 １億８２８１万円

●諸支出金
２６年度 １３９４万円
２５年度 １億６０８５万円

●災害復旧費
２６年度 ３１１万円
２５年度 ６１６万円

●議会費
２６年度 ４２７４万円
２５年度 ３７２１万円

【一般会計 22億 1264万円・特別会計

平成 26年度
決算認定

★公共施設整備等積立金の減少

★消防救急無線デジタル化整備工事
負担金のため増加

●公債費（借金の支払い）
２６年度 ２億７４３７万円
２５年度 ２億５７２６万円

★学校建設費により増加

監査の結果 財政の健全化判断の指
標で、実質公債比率は５.９％と、早期健
全化比率２５％を大きく下回っている
ので、健全な財政状況であると判断す
る。また、各課の事務、事業執行状況に
ついては適正に処理されている。
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９月定例会一般質問一覧
■水越 茂広 議員
１. マイナンバー制度のセキュリティ対策は
２. 全国学力テストの結果を公表すべきでは

■出羽 和平 議員
１. 小中一貫教育を目指しては
２. 小規模校の特性を生かした教育とは

■杉本 秀明 議員
１. これからの農業支援策は
２. 空き家を利用したＩＴ企業誘致策は
３. 冬場の観光客対策は

■長田 達義 議員
１. 農村地域防災減災事業の進捗は
２. 地方創生事業、今年度の事業は

■山口  力 議員
１. 各種団体への補助金の減額理由は

５
人
の
議
員
が
質
問

・
本
文
掲
載
は
要
旨
の
み
で
す
。

・
再
質
問
は
議
事
録
で
閲
覧
で
き
ま
す
。

・
議
事
録
は
議
会
事
務
局
で
、

10
月
末
ご
ろ
閲
覧
で
き
ま
す
。

議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

・
次
回
定
例
会
は
12
月
に
開
催
し
ま
す
。

・
傍
聴
の
定
員

本
会
議
30
人

・
９
月
定
例
会
の
傍
聴
実
績

本
会
議
４
人

・
問
合
せ

議
会
事
務
局

☎
０
５
５
４
︲
52
︲
２
１
１
２

一
般
質
問 

村
政
を
問
う

一
般
質
問 

村
政
を
問
う

一
般
質
問 

村
政
を
問
う



（7）平成27年10月９日発行

水
越﹁

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
﹂

制
度
は
、28
年
１
月
か
ら

利
用
が
開
始
さ
れ
ま
す
。

個
人
情
報
満
載
の
制

度
で
あ
り
、
情
報
漏
え

い
対
策
は
自
治
体
の
重

要
な
課
題
で
す
。

個
人
情
報
を
管
理
す

る
シ
ス
テ
ム
と
外
部
と

や
り
と
り
す
る
シ
ス
テ

ム
は
分
離
さ
れ
る
の
か

総
務
課
長

住
基
シ
ス
テ
ム
、
税

シ
ス
テ
ム
の
管
理
サ
ー

バ
ー
と
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
回
線
は
、
分
離
さ
れ

て
い
ま
す
。
国
の
独
自

回
線
、﹁
情
報
提
供
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
﹂

に
、
接
続
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ウ
イ
ル
ス
対
策
は

総
務
課
長

今
ま
で
は
、
村
の
管

理
サ
ー
バ
ー
は
、
他
と

は
、
独
立
し
た
シ
ス
テ

ム
で
あ
っ
た
た
め
、
ウ

イ
ル
ス
対
策
は
必
要
な

か
っ
た
が
、
制
度
開
始

に
伴
い
国
の
基
準
に
適

応
す
る
高
性
能
な
ウ
イ

ル
ス
除
去
シ
ス
テ
ム
を

設
置
し
ま
す
。

使
用
場
所
は
区
切

ら
れ
た
ス
ペ
ー
ス
か

総
務
課
長

管
理
サ
ー
バ
ー
室
は
、

施
錠
管
理
さ
れ
担
当
職

員
だ
け
が
入
室
で
き
る

よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

そ
の
他
情
報
漏
え
い

対
策
は

総
務
課
長

端
末
に
つ
い
て
は
、

パ
ス
ワ
ー
ド
で
管
理
し

て
い
ま
す
。

対
策
が
制
度
開
始

に
間
に
合
う
の
か

総
務
課
長

現
在
準
備
を
進
め
て

お
り
、
12
月
中
に
は
、

機
械
処
理
を
終
え
る
予

定
で
す
。

水
越全

国
学
力
テ
ス
ト
の

結
果
を
可
能
な
範
囲
で

公
表
す
べ
き
で
は
な
い

か
い
じ
め
な
ど
に
つ

な
が
る
の
で
公
表
し

な
い

教
育
長

本
村
の
よ
う
な
、
小

規
模
自
治
体
で
は
、
一

村
に
一
小
中
学
校
し
か

な
く
、
少
人
数
で
あ
る

た
め
個
人
の
特
定
に
つ

な
が
り
、
い
じ
め
等
の

対
象
に
な
る
恐
れ
が
あ

る
こ
と
か
ら
、公
表
す
べ

き
で
な
い
と
考
え
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

一般質問
（これが聞きたい）

Q

QQQ

Ａ

水越茂広  議員水越茂広  議員水越茂広  議員
しげひろしげひろ

Ｑ
Ａ
マイナンバー制度の
セキュリティー対策は
国の独自回線に接続される

●カギ付き棚を用意 ●ウィルス対策ソフトウェア
導入アクセスパスワードを
設定
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出
羽平

成
28
年
度
中
に
は

小
中
学
校
が
完
成
し
子

供
た
ち
が
安
全
に
学
べ

る
環
境
が
整
い
ま
す
。

敷
地
を
共
有
し
校
舎
も

隣
接
す
る
の
で
、
一
部

の
行
事
な
ど
を
小
中
学

校
合
同
で
行
う
な
ど
の

取
り
組
み
が
容
易
に
な

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

子
供
た
ち
に
と
っ
て

良
い
制
度
と
は
何
か
、

子
供
や
地
域
の
実
態
に

応
じ
て
学
力
や
社
会
性

を
育
む
よ
う
な
ユ
ニ
ー

ク
な
教
育
活
動
が
展
開

で
き
る
よ
う
に
、
小
中

一
貫
教
育
の
導
入
を
議

論
す
る
検
討
会
を
設
置

し
て
は

教
育
課
長

小
中
一
貫
教
育
の
導

入
を
目
指
す
検
討
会
の

設
置
提
案
に
つ
い
て
、

文
部
科
学
省
は
、
小
中

一
貫
教
育
が
中
１
で
い

じ
め
や
不
登
校
が
増
え

る﹁
中
１
ギ
ャ
ッ
プ
﹂の

軽
減
や
学
力
向
上
に
有

効
と
み
て
、
小
中
一
貫

校
を
制
度
化
す
る
と
し

て
改
正
学
校
教
育
法
が

可
決
さ
れ
来
年
４
月
か

ら
施
行
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
同
一
敷
地
内

に
小
中
学
校
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
か
ら
小
中
一

貫
教
育
は
導
入
し
や
す

い
条
件
が
そ
ろ
い
ま
す
。

し
か
し
、
現
教
育
委

員
会
で
は
、
本
年
４
月

よ
り
新
体
制
で
動
き
出

し
現
在
学
校
改
築
に
全

力
を
注
ぎ
完
成
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

本
村
の
よ
う
に
小
中

各
一
校
の
場
合
種
々
の

連
携
を
と
お
し
て
、
す

で
に
小
中
一
貫
教
育
を

実
践
し
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
っ
て
い
ま

す
。

今
後
、
小
中
一
貫
教

育
に
つ
い
て
は
教
職
員

と
の
協
議
を
始
め
先
進

校
な
ど
の
研
修
を
実
施

し
、
十
分
理
解
し
た
う

え
で
取
り
組
ん
で
行
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

一般質問
（これが聞きたい）

小
規
模
校
の
特
性

を
生
か
し
た
教
育
と

は
具
体
的
に
は
ど
の

よ
う
な
こ
と
か

個
性
を
伸
ば
す

教
育
課
長

小
規
模
校
の
特
性
を

生
か
し
た
教
育
と
は
、

児
童
・
生
徒
一
人
一
人

を
全
員
の
目
で
見
る
こ

と
が
出
来
る
こ
と
か
ら
、

わ
か
る
授
業
を
展
開
し

な
が
ら
個
性
を
伸
ば
す

個
人
指
導
等
を
行
い
、

﹁
き
め
細
か
な
学
習
指

導
・
生
徒
指
導
﹂
を
実

施
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

QＡ

出羽和平  議員
かずとし

出羽和平  議員
かずとし

Ｑ
Ａ
小中一貫教育を

目指しては
先進校に学び理解してから取り組む

11 月完成予定の中学校11月完成予定の中学校
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杉
本農

業
従
事
者
は
年
々

高
齢
化
が
進
み
減
少
し

て
い
ま
す
。
若
者
が
農

業
に
対
し
興
味
を
持
ち
、

農
業
に
従
事
し
て
み
た

い
と
言
う
政
策
が
必
要

か
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
の
農
業
を
ど
の
様

に
考
え
て
い
る
か

村
長農

家
数
は
年
々
減
少

し
、
農
地
の
荒
廃
も
進

ん
で
い
ま
す
が
、
販
売

農
家
数
は
増
加
し
て
お

り
、
道
の
駅
﹁
ど
う
し
﹂

へ
の
出
荷
者
が
増
加
し

て
い
る
こ
と
が
要
因
と

思
わ
れ
ま
す
。
小
規
模

な
兼
業
農
家
の
育
成
に

つ
い
て
は
、
来
年
度
に

計
画
し
て
い
る
道
の
駅

﹁
ど
う
し
﹂
直
売
施
設

の
更
な
る
充
実
や
、
本

年
度
実
施
す
る
駐
車
場

整
備
工
事
に
お
い
て
も

一
定
の
成
果
が
期
待
で

き
ま
す
。

な
お
、
出
荷
量
日
本

一
を
誇
る﹁
ク
レ
ソ
ン
﹂

に
つ
い
て
は
、
農
業
者

の
減
少
が
深
刻
な
問
題

と
な
っ
て
お
り
、﹁
青
年

就
農
給
付
金
交
付
事
業
﹂

も
視
野
に
入
れ
、
新
規

就
農
希
望
者
を
募
っ
て

い
く
考
え
で
す
。

杉
本空

き
家
を
利
用
し

た
Ｉ
Ｔ
企
業
な
ど

誘
致
策
は

創
業
支
援
事
業
を

８
月
か
ら
は
じ
め
た

村
長村

で
は
今
年
８
月
か

ら
道
志
村
創
業
支
援
事

業
を
は
じ
め
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
村
内
で

の
創
業
を
支
援
し
村
の

産
業
の
活
性
化
お
よ
び

雇
用
の
創
出
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
村

内
で
新
た
な
創
業
に
要

す
る
経
費
お
よ
び
新
た

に
創
業
す
る
者
を
支
援

す
る
経
費
に
対
し
て
補

助
を
行
い
ま
す
。
も
ち

ろ
ん
Ｉ
Ｔ
企
業
に
つ
い

て
も
こ
の
事
業
が
十
分

活
用
で
き
る
と
思
い
ま

す
。こ

の
事
業
に
つ
い
て

は
、
村
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

杉
本冬

場
は
観
光
客
が

減
少
す
る
が
何
か

対
策
は

道
志
の
湯
、
露
天

風
呂
を
改
修
す
る

村
長本

年
度
実
施
す
る
道

志
の
湯
改
修
工
事
に
お

い
て
、
露
天
風
呂
の
改

修
を
行
い
ま
す
。
道
志

の
湯
の
施
設
整
備
に
よ

り
、
観
光
客
の
増
加
と

魅
力
あ
る
滞
在
場
所
と

な
る
よ
う
努
め
る
と
共

に
、
民
宿
・
キ
ャ
ン
プ

場
経
営
者
や
観
光
協
会

な
ど
と
意
見
交
換
を
実

施
し
、
道
志
村
に
何
が

必
要
な
の
か
等
、
今
後

の
観
光
に
お
け
る
方
向

性
を
話
し
合
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ

Ａ

Q

Q

杉本秀明  議員
ひであき

杉本秀明  議員
ひであき

Ｑ
Ａ
これからの
農業支援策は

道の駅の拡充・後継者を育成する

改修予定の道志の湯改修予定の道志の湯
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長
田農

村
地
域
防
災
減
災

事
業
の
進
捗
は
ど
う
か
。

ま
た
、
今
年
度
の
事
業

予
定
は

村
長平

成
27
年
度
の
事
業

内
容
は
、
現
在
契
約
済

み
が
中
神
地
擁
壁
工
事
、

中
神
地
擁
壁
第
２
工
区
、

道
坂
用
水
路
工
事
、防
火

水
槽
設
置
工
事
、
板
橋

土
砂
崩
落
防
止
施
設
・

堰
口
用
水
路
測
量
設
計

用
地
調
査
業
務
委
託
、中

島
用
水
路
測
量
設
計
用

地
調
査
業
務
委
託
で
す
。

今
後
契
約
予
定
分
が
、

大
栗
橋
耐
震
設
計
業
務

委
託
、大
久
保
２
工
区
測

量
設
計
用
地
調
査
業
務

委
託
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

事
業
費
総
額
は
繰
越
、

現
年
合
せ
て
約
１
億
５

千
万
円
で
、
そ
の
う
ち

89
％
が
発
注
済
み
と
な

っ
て
い
ま
す
。

大
久
保
土
砂
崩
落

防
止
施
設
の
路
側

工
事
は

村
長大

久
保
土
砂
崩
落
防

止
施
設
の
路
側
工
事
に

つ
い
て
は
、
今
年
度
は

２
工
区
の
測
量
設
計
等

が
発
注
予
定
と
な
っ
て

お
り
、
工
事
は
平
成
28

年
度
に
実
施
す
る
予
定

で
す
。
県
発
注
工
事
に

合
わ
せ
、
村
発
注
分
の

舗
装
改
良
工
事
も
予
定

し
て
お
り
、
平
成
28
年

度
中
に
は
全
体
が
完
成

す
る
予
定
と
な
っ
て
い

ま
す
。

地
方
創
生
事
業
で

今
年
度
事
業
化
出
来

る
も
の
が
あ
る
か

７
事
業
を
実
施

し
て
い
る

村
長本

年
度
は
地
域
活
性

化
・
地
域
住
民
生
活
等

緊
急
支
援
交
付
金
を
活

用
し
、道
志
村
総
合
戦
略

策
定
事
業
、観
光
促
進
事

業
、創
業
支
援
事
業
、
結

婚
相
談
事
業
、
子
育
て

支
援
事
業
、
消
費
喚
起

プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発

行
事
業
、
子
育
て
世
帯

生
活
支
援
事
業
の
７
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

総
合
戦
略
策
定
完
了

を
、平
成
28
年
３
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
の
で
今

年
度
新
た
な
事
業
を
行

う
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

一般質問
（これが聞きたい）

Ａ QQ

長田達義  議員
たつよし

長田達義  議員
たつよし

工事中の大久保土砂崩落防止施設工事中の大久保土砂崩落防止施設

Ｑ
Ａ今年度測量設計  28年度に完成予定

大久保土砂崩落
施設の路側工事は
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山
口各

種
団
体
へ
の
補
助

金
が
、
当
初
予
算
で
提

示
し
て
協
議
し
た
も
の

を
、
２
ヶ
月
ほ
ど
し
て

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
て
減

額
を
し
て
い
る
。
減
額

し
た
こ
と
自
体
は
予
算

の
範
囲
内
︵
執
行
権
の

範
囲
内
︶だ
と
思
う
が
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
の
時
期
は
、

要
望
書
を
出
し
て
か
ら

当
初
予
算
を
決
定
す
る

本
会
議
ま
で
の
間
に
す

る
べ
き
で
は
な
い
か

村
長団

体
補
助
金
に
つ
い

て
は
、
時
代
の
変
遷
に

よ
り
、
そ
の
時
々
の
政

策
課
題
等
の
変
化
に
対

応
し
な
が
ら
、
交
付
を

考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
こ
と
を
考
慮
し
な

が
ら
、
こ
れ
ま
で
の
交

付
実
績
に
と
ら
わ
れ
る

こ
と
な
く
、
現
状
に
お

け
る
地
域
振
興
の
た
め
、

福
祉
の
向
上
の
た
め
、

限
り
あ
る
財
源
を
ど
う

配
分
す
る
か
、
熟
慮
し

た
結
果
、
今
回
の
削
減

予
定
に
な
り
ま
し
た
。

総
務
課
長

今
回
、
５
月
に
団
体

の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ

た
理
由
に
つ
い
て
は
、

各
団
体
か
ら
の
平
成
26

年
度
実
績
の
提
出
期
限

が
４
月
30
日
ま
で
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

こ
の
実
績
と
要
望
書
を

合
わ
せ
て
確
認
の
上
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
う
こ

と
が
適
正
と
判
断
し
、

５
月
に
実
施
し
ま
し
た
。

４
団
体
が
減
額
さ

れ
て
い
る
が
、
そ
の

理
由
は
な
に
か
。
ま

た
、
議
会
に
対
し
説

明
責
任
は
な
い
の
か
。

議
会
軽
視
で
は
な

い
か

総
務
課
長

団
体
ご
と
の
削
減
理

由
で
す
が
、
東
富
士
七

里
太
鼓
保
存
会
は
、
他

の
類
似
団
体
と
の
均
衡

を
図
り
ま
し
た
。

商
工
会
は
会
員
数
の

減
少
と
、
事
業
内
容
に

つ
い
て
も
精
査
が
必
要

と
判
断
し
ま
し
た
。

体
育
協
会
は
26
年
度

事
業
実
績
で
未
実
施
事

業
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。

道
志
村
子
ど
も
農
村
漁

村
協
議
会
は
５
年
以
上

経
過
し
て
い
る
の
で
、

自
立
を
促
す
た
め
に
も

削
減
が
必
要
と
判
断
し

ま
し
た
。

議
会
へ
の
説
明
責
任

は
、
団
体
か
ら
の
申
請

に
よ
り
、
必
要
に
応
じ

て
補
助
金
の
額
が
予
算

の
範
囲
で
変
更
す
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
額

が
確
定
す
る
と
、
議
会

に
報
告
し
認
定
、
承
認

を
お
願
い
す
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。し
か
し
、予

算
に
な
い
団
体
へ
の
補

助
を
行
う
な
ど
、
補
助

事
業
の
目
的
に
そ
ぐ
わ

な
い
執
行
を
行
う
場
合

は
、
あ
ら
か
じ
め
説
明

責
任
が
生
じ
る
と
思
い

ま
す
。

事
業
執
行
と
事
業

決
定
、
ま
た
予
算
執

行
と
予
算
決
定
に
対

し
て
村
長
及
び
総
務

課
長
は
ど
う
思
っ
て

い
る
の
か

総
務
課
長

﹁
事
業
決
定
と
予
算
決

定
﹂は
、議
決
行
為
で
あ

り
、
事
業
を
執
行
す
る

う
え
で
、
非
常
に
重
要

な
も
の
と
認
識
し
て
い

ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
村
長

が
冒
頭
に
申
し
上
げ
た

通
り
、
限
り
あ
る
財
源

の
中
で
、
行
政
コ
ス
ト

の
節
減
を
図
る
こ
と
は
、

村
を
預
か
る
執
行
権
者

と
し
て
重
要
な
こ
と
と

考
え
て
い
ま
す
。

執
行
権
者
が
自
ら
の

判
断
と
責
任
に
よ
り
、

予
算
を
管
理
執
行
す
る

権
限
に
つ
い
て
は
、
地

方
自
治
法
１
４
８
条
・

１
４
９
条
に
明
記
さ
れ

て
お
り
ま
す
。

﹁
再
質
問
あ
り
﹂

一般質問
（これが聞きたい）

ちから

山口　力  議員
ちから

山口　力  議員

Q

Q

Ｑ
Ａ交付実績でなく政策課題の変化に対応

各種団体への
補助金減額理由は
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●政策部会

村に対して政策部会から提言を！　

報 告
●校舎建設工事は順調にすすむ

人口増加対策特別委員会

平成27年9月17日

道志中学校の建て替え工事を視察しました。
最初に、現場事務所で工事経過写真や工程表により、設計・管理を委託している佐藤設計企
画室より説明を受け、工事は順調に進んでおり、予定の工期である 11月 30日までに、無
事完成するよう、請負業者共々努力しているとのことでした。
その後、工事現場を実際に見て回りましたが、内装工事の最中で、道志産の木材を床や壁

に利用するなど、特色が生かされた造りとな
っています。
また、各教室も十分スペースを取り空調設備
も完備されて、学習環境に十分配慮されたも
のとなっています。
中学校では、引っ越しの日程も決まり、新校
舎への引っ越しを心待ちにしております。
関係者の皆さんよろしくお願いします。

政策部会では、出会いサークル部会と異なる活動をしています。
今後の道志村はどういう方向にいけばいいのか。今、一番の課題は、人口が減って限界集
落になったら困る。そうならないようにするにはどうしたらいいのかなどを、協議・検討
して行政に一つでも多く提言できたらと
話し合っています。
いま村では、今後 10年間の基本構想と

なる道志村長期総合計画と、地方創生の事
業である道志村地方版総合戦略の策定を
進めています。
それらの中にも、議会からの提案を出し
て、道志村の未来に希望の持てるような提
言をしていけたらいいと思っています。

校舎内部を視察校舎内部を視察

政策部会での話し合い政策部会での話し合い
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広報研修会のはじめに、町村議会広報功労者表彰が
ありました。「どうし・議会だより」を立ち上げ、長年
編集委員として頑張ってきた杉本秀明議員が表彰され
ました。おめでとうございます。
研修では「住民に読まれ、議会活動が伝わる」と題して
議会報の基本と編集技術を議会広報サポーターの吉野
政明先生より学びました。
自信をもって臨んだ広報クリニックでは、広範囲に

わたってメッタ切りに合いました。う～ん。ざんねん。

●議会報の基本と編集技術を学ぶ

議 会 活 動
平成27年8月４日

８月に第２回東部広域連合議会定例会が開催されまし
た。３市３村 18名のうち 11名が新しく就任しました。
東部広域連合では、現在、養護老人ホーム「大鶴楽生園」
民設事業に力を入れています。平成 22年から検討・協議
を重ね、新施設を建設して業務移譲する方針で社会福祉
法人の募集をしています。
民設民営化の方針で進んでいますが、環境面や資金面

で問題があり、福祉事業もいろいろむずかしい時代だと
感じました。

●山梨県東部広域連合の課題は 平成27年8月24日

企業連携を見出す策を！
長野県根羽村で全国源流サミットが行わ
れ、全国各地の上流、中流、下流域の関係と
課題点を話し合いました。地方自治体は民
間との連携を求め、企業は環境問題や地域
貢献を意識する中、両者が連携出来るプロ
グラムを、必要とする企業に提供する事が
重要だと感じました。

●里山地域と企業連携を見出す 平成27年9月6～7日

表彰された杉本議員表彰された杉本議員

根羽村での源流サミット根羽村での源流サミット

業務委譲する方針の「大鶴楽生園」業務委譲する方針の「大鶴楽生園」
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婚
活
イ
ベ
ン
ト
等
次
年

度
も
開
催
予
定
は
あ
る

か人
口
増
加
対
策
と
し
て
も

重
要
で
あ
る
た
め
、
次
年

度
も
継
続
し
て
行
き
ま
す
。

質
問

答
弁

平
成
26
年
12
月
定
例
会

結
婚
祝
金
は
支
給
規
定

を
改
訂
し
て
増
額
で
き

な
い
か

他
町
村
の
規
定
を
参
考
に
、

現
行
５
万
円
を
20
万
円
に

増
額
し
ま
す
。

質
問

答
弁

平
成
27
年
３
月
定
例
会

定住化促進策の一環と
して増額しました。若い
世代が定住してくれるこ
とを望みます。

行政・結婚相談員が一
体となって事業を継続し
ていくことが重要です。

その結果今は

議会の考え

あの一般質問は今・・・

本年度２回実施しました。現在まで３組に支給しました。
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道
志
村
保
育
所
で
は
、

今
年
度
30
名
の
子
ど
も

た
ち
を
お
預
か
り
し
て

い
ま
す
。
小
規
模
の
保

育
所
な
の
で
、
家
庭
的

な
保
育
を
大
切
に
し
て

い
ま
す
。
支
え
て
く
だ

さ
る
保
護
者
の
方
々
や

地
域
の
皆
様
に
は
感
謝

の
念
に
堪
え
ま
せ
ん
。

子
ど
も
た
ち
は
、
プ

ー
ル
や
ス
イ
カ
割
り
な

ど
の
行
事
を
行
い
、
毎

日
を
満
喫
し
て
い
ま

す
。
ク
ラ
ス
間
の
交
流

の
機
会
も
多
く
設
け
ま

し
た
。
子
ど
も
た
ち
に

い
た
わ
り
の
心
が
育
っ

て
い
る
の
を
感
じ
ま

す
。
保
育
の
場
で
あ
る

保
育
所
は
、
子
ど
も
に

と
っ
て
初
め
て
の
社
会

の
場
で
も
あ
り
ま
す
。

豊
か
な
社
会
経
験
を
通

し
、
生
き
る
力
を
育
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

平
成
27
年
４
月
か

ら
、﹁
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
新
制
度
﹂
が
施
行

さ
れ
ま
し
た
。
新
制
度

の
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、

﹁
地
域
の
実
情
に
応
じ

た
子
育
て
支
援
の
充

実
﹂や﹁
市
町
村
が
実
施

主
体
﹂
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
共
働
き

の
世
帯
が
全
国
で
１
０

０
０
万
世
帯
を
超
え
た

現
在
、
道
志
村
に
お
い

て
も
共
働
き
の
家
庭
が

増
え
、
保
育
の
必
要
性

が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
に
伴
い
、
道
志

村
保
育
所
で
は
、
８
月

に
２
つ
の
ク
ラ
ス
を
合

同
す
る
運
営
方
針
に
変

更
し
ま
し
た
。
今
後
も

子
育
て
支
援
の
充
実
を

は
か
り
、
保
育
の
質
を

高
め
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
今
後
と

も
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

紹

介
しょうかい

道

志

村

保

育

所

道
志
村
保
育
所
の

保
育
目
標

集
団
行
動
や
世
代
間

交
流
を
通
し
、
協
調

性
と
自
立
の
心
を

育
て
る
！

季節のイベント❶季節のイベント❶季節のイベント❷季節のイベント❷

ヒップホップダンスヒップホップダンス未満児教室未満児教室

世代間交流世代間交流給食タイム給食タイム
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九
月
定
例
会
が
終
わ
り
、﹁
議
会

だ
よ
り
﹂
の
発
刊
と
な
り
ま
し
た
。

今
定
例
会
は
い
わ
ゆ
る
﹁
決
算

議
会
﹂
と
言
わ
れ
、
例
年
、
会
期
を

長
く
取
る
た
め
、
﹁
議
会
だ
よ
り
﹂

を
村
の
広
報
と
一
緒
に
皆
様
に
渡

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
十
月
に
な
っ
て
か
ら

議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
を
配
布

し
て
い
ま
す
。

こ
の
広
報
で
は
、
先
日
の
広
報

委
員
研
修
で
指
摘
さ
れ
た
、
見
出

し
に
イ
ン
パ
ク
ト
を
つ
け
る
工
夫

を
し
て
み
ま
し
た
。

シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
で
休
養
十

分
な
シ
ル
バ
ー
達
が
パ
ソ
コ
ン
に

向
か
っ
て
悶
え
ま
し
た
。

︵
水
越
茂
広
︶

編
 
集
後
 
記
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広
報
常
任
委
員
会

委
員
長
 
 山
口
 
 
力

副
委
員
長
 
 杉
本
 
秀
明

委
 
 
員
 
 出
羽
 
和
平

委
 
 
員
 
 水
越
 
茂
広

がんばる人紹介

団員のご家族をはじめ、住民の皆さん、消防関係各位
におかれましては、日頃より消防団活動にご理解ご協力
とご支援を賜りまして、本当にありがとうございます。
また、生業を持ちながら、「自らの地域は自らで守る」
という崇高なる郷土愛護の精神と義勇の精神に基づい
て、昼夜を問わず災害活動に従事し、消防団を支えてい
ただいている団員に心から感謝しています。
「消防精神」という言葉があります。「天地裂け地く

ずるとも驚くに足らず猛火洪水なんぞ逡巡せん我らの
使命この際にあり任侠一片まさに身を挺
すべし勇敢沈着また機敏発揮せん消防大
精神」消防団は道志村の財産です。
団員減少が深刻化する昨今、先輩方が

築いてこられた「歴史と伝統」を誇りと
し、ＯＢ団員の皆様のお力をお借りしな
がら、これからも地域における防災体制
の中核的存在として、消防力の強化に努
めてまいります。

安全安心の村づくり

道志村消防団
団長 北  浦    晋


